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夢膨らむ新学期



　入学式の後、初めての学級の時間。

　港小学校1年3組の教室で、笑顔で先生の話を聞く子どもたち。大きな夢を抱き、小学校生活がスタートしました。

　平成26年度は、子どもたちの夢を広げるため英語教育を拡充するなど、教育関連に重点を置きました。本年度当初予算の概要と、主な事業を紹介します。

　詳しくは次ページへ。




[image: 教育と子育てに重点配分しました]


　本年度の一般会計予算は816億5000万円で、前年度当初予算に比べ10億1000万円（1.2パーセント）減りました。教育・子育て事業に重点的に配分し、過去3番目の規模となります。

　さがみ縦貫道路の全面開通などの好機を捉え、厳しい財政状況ですが、市民生活の安心・安全や地域経済の活性化と将来世代の負担とのバランスに配慮して編成しました。予算内容の詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：財政課　電話：0463-21-8765
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一般会計


歳入

　市税は前年度に比べ1.9パーセント増え、425億9840万円です。2年連続の増収を見込んでいます。個人市民税は1億6875万円減ります。しかし、法人市民税は6億2138万円、固定資産税は2億1362万円、市たばこ税は1億820万円増えます。

　国庫支出金は18.1パーセント増え、130億8151万円です。子育て世帯臨時特例給付金や臨時福祉給付金により、大幅に増えます。

　繰入金は37.8パーセント減り、19億4047万円です。新庁舎建設工事の1期工事完了で、庁舎建設基金からの繰入金が大幅に減ります。市債は34.1パーセント減り、52億9890万円です。環境事業センターの整備完了などにより27億4040万円減ります。

　市税の増加以上に国庫支出金が増えるため、自主財源比率は64.6パーセントとなり、前年度と比べ0.2ポイント下がります。




歳出

◆義務的経費（1.4パーセント増）

　前年度に比べ、総額5億6664万円増える見込みです。歳出総額に占める義務的経費の割合は50.6パーセントで、3年ぶりに50パーセントを上回ります。

　扶助費は前年度に比べ4億5172万円増える見込みです。障がい者福祉関連で3億9794万円増えます。

　人件費は市長など特別職の給与や管理職手当を引き続き削減しますが、定年退職者が増えることなどから4281万円増えます。公債費は7212万円増える見込みです。

◆投資的経費（32.6パーセント減）

　総額71億1438万円で、3年ぶりに100億円を下回ります。環境事業センターの整備が終わり、新庁舎建設事業も1期工事の完了を控えていることから、前年度に比べ34億4419万円の大幅減です。

●基金

　一般会計の基金全体の取り崩しは、前年度に比べ11億7898万円減ります。

　財政調整基金は、年度間の財源の不均衡を調整するために積み立てている「普通貯金」です。当初予算では、前年度に比べ5億7000万円多い、8億円の取り崩しを見込んでいます。本年度末の現在高は62億9119万円となる見込みです。

　庁舎建設基金は、新庁舎建設のため、8億3186万円取り崩します。

　特別会計を加えた市全体の基金の本年度末現在高は、前年度より17億9200万円減って、185億5107万円（市民1人当たり7万2032円）となる見込みです。

●市債現在高

　本年度末の市債現在高は544億3525万円（市民1人当たり21万1368円）で、前年度に比べ7億5581万円増える見込みです。

　市債の借り入れは、環境事業センターの整備が完了したことなどから、27億4040万円（34.1パーセント）減ります。

　本年度末の特別会計と病院事業会計を含む市全体の市債現在高は1128億4849万円（市民1人当たり43万8182円）です。前年度末より3億8697万円増える見込みです。





特別会計


　法律で定められた特定の収入を使って特定の事業をする場合や、料金収入などがある特定の事業をする場合、一般会計とは別にしているのが特別会計です。予算総額は774億2070万円で、前年度に比べ26億870万円増えました。

　競輪事業は車券販売収入が増え、14億7400万円増えます。一般会計に2億5000万円繰り出します。

　また介護保険事業は、介護給付費が増え、9億9800万円増えました。

[image: 特別会計]





病院事業会計


　病院建設費の増加などにより、前年度に比べ25億2600万円増えました。





用語解説


子育て世帯臨時特例給付金・臨時福祉給付金　消費税率が引き上げられたことから、子育て世帯と所得の低い方に経済対策として支給するお金。

自主財源比率　市税など、市の自主的な収入が歳入全体に占める割合。

義務的経費　歳入の状況に関わらず支出が必要な経費。①職員の人件費②児童福祉費や生活保護費などの扶助費③市債の返済に充てる公債費、の合計。

投資的経費　道路や橋など、多くの人が長期間利用できる施設などの整備に必要な経費。

市債　市の「借金」。道路など多額な費用が一時的に必要で長期間利用できる施設を整備する場合などに、国や金融機関などから借り入れます。



進む、大型事業


[image: 進む、大型事業]

市役所新庁舎建設事業　24億3,125万円

　地上8階の高層棟と低層棟の一部を造る1期工事が5月に完了します。全体の完成は平成28年度の予定です。電話工事や家具などの搬入後、6月末から段階的に、新庁舎での業務を始めます。

市民病院整備事業　33億1,909万円

　平成25年度に引き続き、新棟の建設工事を進めます（前写真）。外構を含めた整備は、28年度に完了する予定です。




[image: 注目事業を紹介します]


　本年度の特徴は教育費―。77億3619万円で、前年度に比べ11億9805万円（18.3パーセント）の大幅増となります。

　中学校の図書室や音楽室にエアコンを設置するほか、小・中学校全43校に防犯カメラを設置するなど、安全対策も含めた教育環境の向上を図ります。

　また、2020年に開催予定の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、英語教育を充実させます。



子どもたちを主役に


将来世代への投資

英検の検定料を補助　567万円　中学校1・2年生に実用英語技能検定4級の検定料を補助します。

AET（外国人英語指導者）の学校訪問回数を増加　3881万円　小学校低学年へのAETの訪問回数を増やします。また夏休み中に各校で開くサマースクールなどにも指導者が訪問し、英語に親しむ機会を増やします。
[image: AETと英語を学ぼう]

AETと英語を学ぼう

中学校にエアコン設置など　5億3000万円　中学校全15校の図書室、音楽室にエアコンを設置します。

放課後児童クラブの新設など　2億5865万円　放課後児童クラブを1クラブ新設し、37クラブにします。

スクールソーシャルワーカーを増員　490万円　社会福祉の専門知識や技術があるスクールソーシャルワーカーを増員します。児童・生徒の問題行動などの未然防止や早期解決を図ります。

学校給食共同調理場を民間委託　3億604万円　調理業務などを民間に委託し、学校給食の充実を図ります。

中学校の昼食支援　312万円　各中学校のニーズに合わせた、弁当の販売を順次拡大します。

公立園の幼保一元化　2547万円　港幼稚園と須賀保育園を統合する認定こども園の整備に着手します。

民間保育所の施設整備　3億5297万円　待機児童を解消するため、民間保育所の新設・建て替え・分園などを補助します。

不妊治療に助成　750万円　特定不妊治療に係る費用負担を軽減するため、補助金を新設します。




安心・安全への対応

小・中学校に防犯カメラ　1435万円　小・中学校全校に、防犯カメラを5台程度ずつ設置。子どもたちの安全確保と侵入者などに対する防犯・安全対策をします。

ノンステップバスの導入を補助　1568万円　市内を走るバスのバリアフリー化を進めるため、11台分補助し、累計42台にします。
[image: 段差がなく、乗降しやすいノンステップバスを増やします]

段差がなく、乗降しやすいノンステップバスを増やします

成年後見利用支援センターを開設　1867万円　立野町のひらつか栗原ホームの3階に、成年後見利用支援センターを開設します。判断能力が低下している方やその親族に対し、権利擁護の推進体制をつくります。また、市民後見人の養成・活用などを進めます。

防犯街路灯の一括LED化など　8520万円　市が管理する防犯街路灯約6600灯のうち、未対応の約4700灯をLED（発光ダイオード）化。平塚駅西口の南側にも防犯カメラを増設します。

　また、自治会などが防犯街路灯を設置・維持管理するための費用を支援します。
[image: 市が管理する防犯街路灯を全て、省エネのLEDに交換します]

市が管理する防犯街路灯を全て、省エネのLEDに交換します

土砂災害ハザードマップを配布　1397万円　新たに作成し、全戸に配ります。

建物の耐震性向上を促進　3166万円　木造住宅の耐震補強工事の補助限度額を、1戸あたり63万円から93万円に引き上げます。

豪雨による浸水対策　8億4920万円　岡崎の西海地雨水幹線などを改修します。




公共施設の長寿命化

小・中学校の校舎を大規模改修　3億4868万円　富士見・城島小学校と江陽中学校で、屋上の防水工事や外壁改修などをします。

中央公民館の耐震　2200万円　耐震工事の実施設計をします。

下水道管路の耐震長寿命化　2億790万円　下水道区域に埋設している管路とマンホールの長寿命化や、緊急輸送路に指定している国道1号の管路などの耐震化をします。

橋りょうの長寿命化　8140万円　城所架道橋を修繕するほか、点検・補修設計などを実施します。




地域経済の活性化

企業立地を促進　6560万円　企業の立地や事業拡大による施設整備・環境整備・新規雇用に助成します。また、設備投資の際に、市内事業者間の受発注を進めるための制度を新設します。

商店街ににぎわいを　4005万円　5月20日から市内の信用金庫などで販売する「プレミアム付き商品券」の発行経費を助成します。また、商店街団体が行う販売促進活動事業などを支援します。




将来へ向けて

ツインシティの整備推進　4億8713万円　都市計画決定や土地区画整理事業の着手に向け、地元や県とともに進めます。





平塚の魅力アップ


花のまち

新駅前にバラを植栽　550万円　平塚駅北口広場（バスロータリー内）や駅前大通り線の交差点周辺などにバラを植えイメージアップを図ります。

八幡山の洋館にバラを　100万円　旧横浜ゴム平塚製造所記念館（次写真）で、バラの植栽を進めます。
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健康長寿のまち

特別養護老人ホームの整備を補助　1億6640万円　介護老人福祉施設の入所待機者を解消するため、特別養護老人ホームの整備費（1施設）の一部を補助します。

手話ダンスによる健康づくり　170万円　平塚出身のダンスグループ・HAND SIGN（ハンドサイン）（次写真）と連携し、手話ダンスを活用した事業を行います。若者や高齢者がスポーツをするきっかけをつくります。
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自転車のまち

自転車通行帯を整備　1500万円　自転車通行帯設置に係る計画を策定します。また、自転車通行帯を整備し、自転車の安全で快適な走行環境と歩行者が安心して歩ける歩道空間を確保します。





市民1人当たりの予算


　一般会計の主な歳入・歳出（目的別）を、市の人口257,538人（平成26年3月1日現在）で割った金額です。

　教育費が歳出の9.5パーセントを占め、前年度から1.6ポイント増えました。

[image: 市民1人当たりの予算]



内部評価を予算に反映


　内部での事業の見直しを強化し、事業の自主的な見直しにつなげるため、前年度に内部評価を実施しました。人材や財源を有効に活用し、行政サービスの改革を着実に進めていきます。内部評価の結果に基づき、5事業902万円を削減しました。

問：企画政策課　電話：0463-21-8797



応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、4月21日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


住居表示審議会の委員


　住居表示について、市民の目線で参画しませんか。

　2人（選考）。6月26日から2年間。次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②6月26日現在、高校生を除く18歳～75歳③ほかの審議会などの委員でない④平日に開く会議に出席できる。

募：本庁舎4階の都市整備課　電話：0463-21-8783や市ウェブにある申込書に800字程度の応募動機を添えて、本人が直接、5月19日（月）までに、同課へ。



森の新緑祭


　新緑薫る、びわ青少年の家（土屋2710-1）で竹を使ってごはんを炊いてみませんか。竹工作などもします。

　5月17日（土）午前9時45分～午後2時。雨天の場合は18日（日）に延期。市内在住・在学の小・中学生とその保護者30人（抽選）。500円・小学生200円。

募：電話で、4月18日（金）～26日（土）に、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。



住宅耐震相談会


　5月31日（土）午後1時30分～5時。市民活動センター。

説明会　耐震診断・耐震改修工事の必要性、補助金制度などを解説します。

相談会　相談員が質問に答えます。午後2時・3時・4時の3回。1組1時間まで。

募：電話で、建築指導課　電話：0463-21-9732へ。



遺跡調査の世界を体験


　埋蔵文化財調査事務所（寺田縄43-1）では市内の遺跡から発掘された土器や石器などを展示しています。土器などに触れたり、出土品の整理作業を見たりできます。

募：電話で、埋蔵文化財調査事務所　電話：0463-59-3981へ。



美術館ワークショップ


　袴田（はかまだ）京太朗展で作品を鑑賞後、粘土を使った工作をしたり、絵を描いたりします。

　5月17日（土）午後1時30分～4時。小学生以上の方20人（抽選）。200円。

募：講座名・実施日・必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、5月1日（木）までに、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ。メールは件名を「ワークショップ応募」に。



市水産物地方卸売市場の買い受け人


　買い受け人として、市場取引を希望される方。

　詳しくは、市ウェブをご覧ください。

募：農水産課　電話：0463-21-2066



ものづくり企業を支援します


　商工会議所から中小企業診断士などの専門家を5回程度、派遣します。①発注企業のニーズなどを考慮した製品開発②企業・製品のプロモーション③人材育成などの組織強化の支援をします。

　市内に事業所があり、ものづくりに関わっている中小企業3～5社。

募：松風町2-10平塚商工会議所　電話：0463-22-2512　メール：hiratuka@hiratuka-cci.or.jpや同会議所のウェブにある申込書を、メールまたは直接、5月2日（金）午後5時までに、同会議所へ。



文化団体などの大会出場を支援します


　市民が文化活動を続けられるように、国際団体・国・地方公共団体などが主催する、国際・全国・関東クラスの大会（予選会がない大会は除く）などに出場する個人・団体に支援金を交付します。

　①まちづくり財団が文化事業として展開している市民参加型の音楽・演劇などのコンクールやコンテストなど②同財団が市からの受託事業として展開している囲碁の選手権大会など。

　詳しくは、まちづくり財団文化事業課にお問い合わせいただくか、同財団ウェブをご覧ください。

募：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237



パブリックコメントにご意見を


①総合浸水対策基本計画（素案）

　局所的な集中豪雨に対し、迅速・効率的に浸水被害の軽減をするため、自助・公助を効果的に組み合わせた、総合的な計画を策定します。

　素案は4月21日（月）～5月20日（火）に、公民館や市ウェブでご覧いただけます。

②次世代育成支援行動計画の進捗（しんちょく）状況

　「次世代育成支援対策推進法」に基づき、平成22年3月に行動計画を策定しました。

　毎年度、各事業の現状分析や課題を抽出し、翌年度の計画事業に反映しています。

　計画の進捗状況は4月23日（水）～5月22日（木）に、公民館や市ウェブでご覧いただけます。

　局所的な集中豪雨に対し、迅速・効率的に浸水被害の軽減をするため、自助・公助を効果的に組み合わせた、総合的な計画を策定します。

　素案は4月21日（月）～5月20日（火）に、公民館や市ウェブでご覧いただけます。

募：意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、①は5月20日（火）までに、新館2階の下水道整備課　電話：0463-21-8787　FAX：21-9605　メール：gesei@へ②は5月22日（木）までに、本庁舎1階の保育課　電話：0463-21-9842　FAX：0120-704589　メール：hoikuka@へ。



お知らせ


協働事業報告会


　市民活動団体と市が協働で取り組んだ7事業の内容や成果などを発表します。

　5月10日（土）午後2時～4時。市民活動センター。

問：協働推進課　電話：0463-21-7534



市民センターのホール予約の受け付けを停止


　市民センターの耐震診断のため、平成27年4月以降のホール予約の受け付けを停止します。毎月のホール抽選もしません。

　利用再開の情報は、決まり次第お知らせします。

問：文化・交流課　電話：0463-32-2235



平塚競輪　湘南ダービー


　5月3日（祝）～6日（休）、午前10時～午後5時。平塚競輪場（久領堤5-1）。100円。

中国雑技ショー　3日（祝）午後0時45分・2時15分。

イメージキャラクター宇賀すずほモノマネライブ　3日（祝）午後1時15分・2時50分。

ウルトラマンギンガ（次写真）ヒーローショー　4日（祝）午前10時・午後2時15分。
[image: ]

Ⓒ円谷プロ

芸人あばれる君お笑いライブ　5日（祝）午後0時40分・2時10分。

嘉門（かもん）達夫ライブステージ　6日（休）午後0時50分・2時25分。

　時間は変更する場合があります。

問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935



湘南シラスを食べよう


　3月11日からシラス漁が始まりました。湘南シラスの沖漬けは、神奈川なでしこ認定ブランドに認定されています。

　水産物の放射性物質は定期的に水産庁と県で検査しています。詳しくは各ウェブでご確認ください。

問：農水産課　電話：0463-21-2066



地域防災計画の一部を改訂しました


　災害対策基本法の改正により「要援護者」を「避難行動要支援者」とし、義務付けられた避難行動要支援者名簿の作成などを盛り込みました。

　計画は4月下旬から、公民館や市ウェブなどでご覧いただけます。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734



児童扶養手当などの手当額が変わります


　消費者物価指数の変動に合わせ、児童扶養手当と特別児童扶養手当の手当額を4月から、引き下げます。

　児童扶養手当の全部支給は4万1140円が4万1020円に、一部支給は9710円～4万1130円が9680円～4万1010円に変わります。特別児童扶養手当の1級は5万50円が4万9900円に、2級は3万3330円が3万3230円に変わります。

　8月以降の振込額から変わります。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9844



天沼地区の都市計画変更素案の説明会


　日産車体の湘南工場第1地区跡地である天沼地区の用途地域の変更など、都市計画変更の素案を取りまとめたので、説明会を開きます。

　①4月28日（月）午後7時。教育会館②29日（祝）午後2時。勤労会館。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



住宅の耐震補助制度


　本年度に限り、木造住宅の耐震補強工事の補助金額を30万円上乗せします。

木造住宅の耐震改修工事に対する補助金

①耐震診断費　昭和56年5月31日以前に建築した2階建て以下の木造住宅。7万5000円まで。

②耐震補強設計・工事費　耐震診断の結果、補強工事が必要と判断された住宅。98万円まで（直近2年間の市民税が非課税の世帯は、132万円まで）。

　耐震改修した住宅を対象とする固定資産税の減額措置や、所得税の特別控除などがあります。

耐震シェルター設置工事

　市の耐震診断の結果、「耐震性なし」（評点1.0未満）と判定された木造住宅の1階部分に設置するシェルター。25万円まで（直近2年間の市民税が非課税の世帯は、37万5000円まで）。

ブロック塀などの除去・転換

　通り抜けできる4メートル以上の道路に接し、市の調査で危険度が大きいブロック塀など。60万円まで。

問：補助制度は建築指導課　電話：0463-21-9732、固定資産税の減額措置は固定資産税課　電話：0463-21-8768、所得税の特別控除は平塚税務署　電話：0463-22-1400へ。



情熱のラテンコンサート


　「ベサメムーチョ」「黒いオルフェ」などを演奏します。

　6月14日（土）午後2時。中央公民館。全席自由2000円。

　チケットは4月20日（日）午前10時から、まちづくり財団文化事業課などで販売。電話予約は22日（火）午前8時30分から、同課で受け付けます。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237



景観重要樹木に投票を


　昨年度に募集した景観重要樹木の候補の中から、投票してください。

　4月21日（月）～5月30日（金）に、公民館や本庁舎4階のまちづくり政策課、市ウェブなどで投票できます。

　4月26日（土）・27日（日）の緑化まつりの会場でも投票できます。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



鈴川鯉（こい）のぼりまつり


　たくさんの鯉のぼりを鈴川の上に泳がせます（次写真）。

　5月3日（祝）～5日（祝）。鈴川（岡崎の舟橋～新大畑橋）。3日午前10時からは模擬店や小動物との触れ合いコーナー、祭り太鼓の披露、子どもたちのパフォーマンスなどもあります。

鯉のぼりを寄付してください

　鈴川鯉のぼりまつりで使います。お持ちの方はご連絡ください。

問：鈴川鯉のぼりまつり実行委員会の堀内　電話：0463-58-1619

[image: 鈴川鯉（こい）のぼりまつり]



伊豆市ゴールデンウイーク限定優待キャンペーン


　友好都市・静岡県伊豆市の観光施設八つを優待価格で利用できます。

　4月26日（土）～5月6日（休）。平塚市内在住の方。運転免許証などの身分証明証。

自転車の国サイクルスポーツセンター　100円引き。大人720円・子ども520円など。

時之栖（ときのすみか）伊豆温泉万福百笑の湯　1割引き。平日料金、大人1350円・子ども630円など。

象牙美術宝庫　4割引き。大人600円。

天城ミュージアム　1割引き。大人450円・子ども270円。

　そのほか、土肥金山・中伊豆ワイナリーヒルズ・昭和の森伊豆近代文学館・修善寺虹の郷（さと）。

　割引価格などは文化・交流課へお問い合わせください。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520



市民活動中のけがなどを補償します


　安心して市民活動ができるように、市が保険料を負担します。

　継続的、計画的な市民活動をしている団体（5人以上で自主的に構成し、市内に活動拠点がある）または市民。

対象の活動　①公益性があり、自由意思で継続的、計画的にする、無報酬の活動②市が主催する事業などで市民が無報酬でする活動。

対象となる事故　①賠償責任事故②傷害事故。

対象とならない活動　①スポーツ活動を主とする団体の、指導者以外の活動②見物人や施設への単なる入場者、講座の受講者など。

　詳しくは市ウェブをご覧ください。

問：協働推進課　電話：0463-21-9618



こどもサポート看板


　こどもサポート看板は、子どもたちが事件や事故に巻き込まれそうになった時に、安心して助けを求められる場所の目印です。

　地域で子どもの安全をサポートするために、現在、市内の約2000カ所に設置しています。看板の設置に協力いただける方は、ご連絡ください。

問：社会教育課　電話：0463-35-8123



JICAボランティアの体験談と説明会


　青年海外協力隊とシニア海外ボランティアの制度の説明などをします。医療・教育などの職種があります。

　4月24日（木）午後7時。藤沢リラホール（藤沢市鵠沼石上1-1-15）。

問：JICA青年海外協力隊事務局　電話：03-5226-9813



[image: 湘南ひらつかジャズフェスティバル]


　平塚ウィンドオーケストラ・N.K.ダンスラボラトリー・神奈川大学JAZZ研究会など平塚で活躍するアマチュアの団体が演奏します（次写真）。

　5月18日（日）午後1時。市民センター。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237


[image: 湘南ひらつかジャズフェスティバル]
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　4月26日（土）・27日（日）、午前9時～午後5時。総合公園。

　総合公園と花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1）を結ぶシャトルバスが出ます。総合公園発と花菜ガーデン発が午前10時～午後4時にそれぞれ9本運行します。

植木のせり市　27日正午～午後1時30分。

ハンギングバスケット講習会　ペットボトルで作ります。26日・27日、午前10時～午後4時。200円。

バラの講習会　26日午前10時30分～11時10分。

野鳥観察ツアー　26日。①午前10時30分～正午②午後1時30分～3時。

ガーデニング講座　27日。

①午前10時45分～11時30分

②午後1時15分～2時30分。

花苗の育て方相談コーナー　26日午後1時～3時。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852
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花と緑に触れ合ってみませんか


健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


日赤の講習会


　中央公民館。抽選。検定試験があります。

①日赤救急法基礎講習　心停止に陥った傷病者に対する手当てなどを学びます。

　5月24日（土）正午～午後4時。中学生を除く15歳以上の方30人。1500円。

②日赤救急法救急員の資格継続研修　資格を再確認し、継続して習得します。

　5月25日（日）正午～午後4時。救急法救急員の資格の認定有効期限が1年未満の方20人。800円。

③日赤幼児安全法支援員の養成講習　子どもに起こりやすい事故の予防法や病気に対する看病法を学びます。

　5月24日（土）・25日（日）、全2回、午前9時30分～午後5時30分。中学生を除く15歳以上の方20人。1800円。

募：必要事項・生年月日・講習会名・開催日を、①③ははがきで、②は封書で資格認定証のコピーを添え、5月9日（金）までに、福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。資格認定証を紛失した場合は、事前に日赤神奈川県支部　電話：045-681-2123へ。



運動で骨折予防


　市内在住の65歳以上で、介護保険認定を受けていない方。プールを含め年度内3回まで応募できます。先着順。

転倒骨折予防教室

　5月12日～6月23日の月曜日、全7回。室内用運動靴・飲み物・タオル。動きやすい服装でお越しください。

　①午後1時20分～2時50分。スポーツプラザ神奈中（宝町10-4）。20人②午前10時20分～正午。中西道場（北金目1-9-17）。15人。

プールで転倒骨折予防教室

　③5月14日～7月9日の水曜日、全9回、午前8時50分～10時20分。神奈中スイミング平塚（宝町10-4）。20人。水着・水泳帽・タオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、①③は4月21日（月）午前10時から、神奈中スイミング平塚　電話：0463-23-5261②は21日午前9時から、中西道場　電話：090-2908-7674へ。



録音図書作製のための音訳初級講習会


　音訳技術の指導と録音図書の作製のためのパソコン技術を学びます。

　5月16日～6月27日の金曜日、全7回、午後1時～3時30分（5月16日は正午から）。福祉会館。60歳未満で、講習会後、音訳赤十字奉仕団に入団して活動でき、自宅のパソコンで録音できる方10人（先着順）。筆記用具。1000円。

募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



保育ボランティア初心者入門講座


　講座修了後にボランティア体験もあります。

　5月14日～28日の水曜日、全3回、午前10時～正午。福祉会館。市内在住・在勤・在学の方30人（先着順）。筆記用具・タオルハンカチまたはバンダナ。

募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



初心者のためのデジカメ講座


　5月22日～6月5日の木曜日、全3回、午後1時30分～3時30分。福祉会館。15人（先着順）。デジタルカメラ（一眼レフも可）・カメラの取扱説明書・筆記用具。

募：電話または直接、4月21日（月）午前9時から、福祉会館　電話：0463-33-2333へ。



糖尿病予防教室


　5月29日・6月5日・19日の木曜日、全3回、午後1時30分～3時40分。保健センター。市内在住・在勤で医師から運動制限を受けていない、糖尿病の薬を使っていない方25人（先着順）。飲み物・汗ふきタオル・室内用運動靴。動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



健康ウオーキング　相模川堤防を歩こう


　5月13日（火）午前9時15分～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は14日（水）に延期。14日も50パーセント以上の場合は中止。ひらつかサン・ライフアリーナ集合・解散。約7.7キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具。お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111



健康推進員の養成講座


　健康づくりに必要な基礎知識を学び、市民の健康づくりを支援します。

　6月～11月。全12回。保健センター。市内在住の方20人（先着順）。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



くすの木体操講習会


　効果的な運動で健康寿命を延ばしませんか。

　5月30日（金）午後1時30分～3時。1時～1時30分に体力チェックもできます。城島公民館（小鍋島271-1）。飲み物・汗ふきタオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



健康ウオーキング教室


　5月20日（火）午後1時30分～3時30分。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。飲み物・汗ふきタオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



定期予防接種の接種間隔が変わりました


　接種が複数回あり、接種間隔が指定されている定期予防接種は4月1日から、接種間隔に上限がなくなりました。

　詳しくは、市ウェブや保健センターなどにある「予防接種インフォメーション」をご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



手話講習会（入門・基礎コース）


　5月7日～平成27年2月25日の水曜日、全40回、午前10時～正午。福祉会館。初めて手話を学ぶ、市内在住・在勤・在学の18歳以上の方25人（先着順）。3240円。筆記用具。

募：電話で、4月18日（金）から、障がい福祉課　電話：0463-21-8774へ。



元気応援ポイントに参加しませんか


　市内の介護施設などで高齢者の話し相手や趣味を生かす活動をするとポイントがつき、交付金に交換できます。

　説明会は4月23日（水）午前10時～11時30分。福祉会館。65歳以上の方。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007
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　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆母親父親教室

　妊娠8カ月以降の方とその家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方、呼吸法など　16日（金）午後1時30分～3時15分。

★赤ちゃんの特徴と育児など　24日（土）午後1時30分～3時15分。




◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆歯科健康診査（予約制）

　7日（水）午後1時～2時30分。29日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆育児相談

　7日、14日、21日の水曜日。午前9時30分～10時30分。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　21日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　歯の手入れについて学びます。13日（火）午前10時～11時。8カ月児～12カ月児。歯みがき準備期編。10日（土）午前10時～11時。1歳3カ月児～1歳6カ月児。歯みがきイヤイヤ克服編。




◆離乳食教室（予約制）

★5～6カ月児　9日（金）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　23日（金）午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　28日（水）午前10時30分～11時30分。

★ダイジェスト版離乳食教室　開始から卒業までのポイントを解説します。31日（土）午前10時30分～正午。5カ月児～1歳6カ月児。



平成26年度　パブリックコメントの予定

[image: 平成26年度　パブリックコメントの予定]


　事業計画案の進み具合によっては年度内に実施しない場合もあります。事業計画案の詳しい内容は各担当課にお問い合わせください。

問：企画政策課　電話：0463-21-8760



横浜DeNAベイスターズ　公式戦


　バッティングパレス相石スタジアムひらつか。

プロ野球セントラル・リーグ　中日ドラゴンズ戦。5月13日（火）午後6時。チケットは総合公園管理事務所や各プレイガイドなどで販売しています。前売り券は、ネット裏SS指定席5,500円、S指定席4,500円、内野自由席大人2,500円・子ども500円など。市内在住・在学の小学生は、ドリームパスポートで内野自由席が無料になります。


[image: 長打力が魅力のブランコ選手]

長打力が魅力のブランコ選手


イースタン・リーグ　①埼玉西武ライオンズ戦。5月6日（休）正午②北海道日本ハムファイターズ戦。5月15日（木）午後6時。当日券を試合開始2時間前から発売。大人1,000円、小・中学生300円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


弓道初心者教室


　弓道の初歩から初段取得程度までを学びます。

　5月10日～6月14日の火・土曜日、全11回。Aコースは火・土曜日の午前10時～11時30分、Bコースは火曜日の午後7時～8時30分と土曜日の午後2時～3時50分。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。高校生以上の初心者、各20人（抽選）。5000円。

募：コース名・必要事項・年齢・経験の有無を、はがきで、4月28日（月）までに、〒254-0074大原1-1スポーツ課　電話：0463-31-3060へ。



初級ヨット教室


　小型ヨットのディンギーを楽しんでみませんか。

　5月10日・6月14日・7月12日の土曜日、全3回、午前9時30分～午後3時。雨天の場合は翌日に延期します。1日だけでも参加できます。湘南ベルマーレひらつかビーチパーク（高浜台33-1）。小学校4年生以上の方、各10人程度（当日申し込み・未成年の方は保護者の同意が必要です）。800円。水着・帽子・タオル・着替え。ぬれてもよい靴でお越しください。

問：湘南ひらつかビーチクラブヨット部会の山内　電話：0463-21-6866



お知らせ掲示板



明治大学マンドリン俱楽部（くらぶ）　平塚定期演奏会

　伝統ある明治大学マンドリン俱楽部の定期演奏会です。

　4月27日（日）午後4時開演。市民センター。2000円。

問：明治大学校友会平塚地域支部の髙橋（たかはし）　電話：0463-35-2803




2014平塚写真連盟展

　会員の撮影した写真を展示します。

　4月29日（祝）～5月5日（祝）、午前9時30分～午後4時50分。美術館。

問：平塚写真連盟の近藤　電話：0463-31-8155



利用方法


　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。会員や受講者、参加者の募集は対象外です。

　また掲載対象は、市内で活動する個人または団体です。申込者または申込団体の代表者が市内在住に限ります。受け付けは、掲載希望月の2カ月前の1日～月末最終日の午後5時です。なお、月末最終日が休庁日の場合は、それ以降市役所が、最初に開庁する日の午後5時までです。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761　FAX：21-9613　メール：kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。


[image: 利用方法]


広告を掲載しませんか


広報ひらつか

　7月～平成27年3月分。掲載は毎月第3金曜日号の6・7面。1枠分は縦96ミリメートル×横59ミリメートルで6万円、2枠分は縦96ミリメートル×横118ミリメートルで10万円など。

市ウェブのバナー

　市ウェブのトップページ下段。14枠。月額1枠当たり3万円、年度をまたがない場合は継続6カ月以上で2万7,000円。1カ月単位で掲載できます。バナー画像は、縦60ピクセル×横120ピクセルなどで基準があります。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761や市ウェブにある申込書を、郵送または直接、同課へ。



[image: まちの話題写真リポート]



いつも七夕を感じる駅

　JR平塚駅で3月24日、七夕飾りのお披露目セレモニーがありました。

　七夕飾りは、駅東口の改札外に常設され、七夕のまち平塚をアピールしていきます。

　無償での掲出はJR東日本管内で初めてのことです。

　昨年7月に電車の発車メロディーを「たなばたさま」に変更した平塚駅。目で見て、耳で聞いて、七夕を楽しむことのできる駅に生まれ変わりました。

[image: いつも七夕を感じる駅]






公民館内に福祉の拠点

　なでしこ公民館で3月22日、なでしこ地区町内福祉村の開所式が催され、市川一三（かずみ）福祉村会長（次写真中央）や河間裕治（ゆうじ）公民館長（同左端）らがテープカットをしました。2月に開所した横内地区に続く15番目の町内福祉村で、初めて公民館内に設置。地域福祉と社会教育の拠点が一体となって活動を展開します。

[image: 公民館内に福祉の拠点]




福島・三春の桜咲く

　4月1日、総合公園平塚のはらっぱの「三春のしだれ桜」が満開に。福島県三春町産のベニシダレザクラで、平成15年に平塚信用金庫から市に寄贈されました。

「清らかで品がありますね」と夫婦で訪れた岩﨑（いわさき）隆三さん。愛らしい小さな花が、平塚の春を彩りました。

[image: 福島・三春の桜咲く]




座禅川橋が開通

　3月29日、土屋地区で座禅川橋の開通式典がありました。

　神奈川大学湘南ひらつかキャンパスの北側に架かる同橋は、橋の幅を広げる架け替え工事を平成22年から進めていました。

　式典には落合克宏市長や地元自治会長らが参加。渡り初めが始まると、地域の方が笑顔で新しい橋を渡っていました。

[image: 座禅川橋が開通]






ベジ太の着ぐるみがデビュー

　ベジ太の着ぐるみが完成し、3月29日、JA湘南大型農産物直売所あさつゆ広場でデビューしました。

　ベジ太は、平塚産の農産物の魅力をPRするキャラクターで、東海大学生がデザインしました。背負っているかごには、イチゴやキュウリ、トマト、コマツナなど平塚の特産品が入っています。

　市内のスーパーや直売所では、ベジ太が描かれた旗などで農産物の魅力をアピール。歌や絵本もあり、子どもたちに人気があります。今後、農産物販売イベントなどで活躍します。

[image: ベジ太の着ぐるみがデビュー]




金目の魅力を知ろう

　博物館で5月11日まで、春期特別展「水と生きる里　金目の風土とその魅力」が開かれています。

　市北西部に広がる金目地域の歴史や文化にスポットを当てた今回の特別展。地域の資源を描いたマップや、旧家に伝わる徳川家康ゆかりの茶わんなどを展示しています。

[image: 金目の魅力を知ろう]




市長こらむ


安心して暮らせるまちへ


　本年度予算の最重点は教育です。概要は、1～3面で紹介しています。

　そして、もう一つ力を入れるのが安心・安全に対する取り組みです。

　市民と市長の対話集会「ほっとミーティング」で地域にお伺いすると、必ずと言っていいほど安心・安全が話題に挙がります。「薄暗い通りがあって怖い」「子どもの通学路が不安」……。ご意見はさまざまですが、皆さんが日ごろの生活の中で不安を感じていることが分かります。また、昨年実施した市民意識調査でも、安心して暮らせるための取り組みが望まれているという結果が出ました。

　実は、市内の犯罪件数は、平成14年をピークに徐々に減っています。しかし、インターネットなどが普及し、人と人とのつながりが希薄になっている現代では、今までにない犯罪が発生しています。また、ちょっとしたいさかいが犯罪に発展するケースも見られます。こうしたことから、治安が悪くなっていると感じる方が増えていると考えています。

　そこで本年度は、市が管理する防犯灯を全て明るいLEDに交換します。これは、電気料金、CO2排出量の削減にもつながります。また、市内の小・中学校全43校に防犯カメラを設置するほか、駅前などの街中に設置している防犯カメラも増設します。

　これらの取り組みに、犯罪の発生を抑止する効果を期待しています。加えて、より安全な暮らしのためには、お互いの顔が見える地域社会をつくることが大切です。

　ハード面の整備とともに、地域のつながりを大切にした、安心して暮らせるまちづくりを進めてまいります。


[image: 安心して暮らせるまちへ]

平塚駅西口北側の防犯カメラ（写真左上）



平塚市長

[image: 落合克宏]




[image: 心の防犯灯]


市内で発生した犯罪の特徴



　平塚警察署が認知した平成25年中の市内犯罪件数は、2896件でした。県内各警察署の中で3番目に多く、自転車・バイクの盗難や、ひったくりが多発しているのが特徴です。

　また、昨年は振り込め詐欺が全国的に増加し、市内でも被害総額が過去最悪となりました。

　犯罪はあなたの身近なところで起きています。自分だけは大丈夫と考えずに防犯対策を始めましょう。

問：危機管理課　電話：0463-21-9863




4月納期の手数料



　納付は便利な口座振替をご利用ください。

　本庁舎1